
副首都構想と東京一極集中 

副首都構想のメリット 

①災害時のバックアップ機能が強化される 

東京一極集中の是正につながる 

経済成長の新たな拠点を作れる 

都市ごとの強みを活かせる 

 

２．副首都構想のデメリット・課題 

①莫大な費用がかかる 

行政の効率が下がる可能性 

副首都も災害被害の可能性 

 制度設計が難しい 

 

３．副首都構想と大阪都構想の違いは？ 

大阪都構想：大阪府の仕組みを変える話 

副首都構想：日本の仕組みを変える 

 

4．副首都構想は一極集中の解消につながるのか？ 
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５．一極集中の是正に向けての地方活性化策は？ 

 廃線の相次ぐ地方路線 

 森林、里山、農村の荒廃、災害多発 

 国防上の懸念 

6．活性化策の鍵は？ 

 地方の特性、資源を生かした産業育成 

 生活基盤の充実 交通、医療、育児など 

 移住の促進 

 観光 

 その他 

以上 


